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プログラム提案の背景
重大事故・企業の不正の多発
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～重大事故、企業の不正の多発～

航空機の部品落下事故、ジェットコースターの車軸破損（2007年5月）や脱
落タイヤとバスとの衝突（2008年4月）、企業による検査データの改ざんなど、
重大事故や企業による不正が多発しており、社会的にも大きな問題となっ
ている。その多くは、安全に対して十分配慮して設計していれば防げた事
故でもある。海外で同様な事故が起これば、これまで培ってきた日本製品
に対する国際的信用・評価は一夜にして崩れることになる。

社会的背景

～激減するベテラン設計者～

一方、ベテラン設計者が大挙していなくなり、設計者の経験不
足も顕在化しつつある。熟練設計者は構造物の安全性を肌で
感じることができ、危険が予知できる能力を持っている。
しかし若い技術者にとって、安全で、安心な設計の概念と素
養をベテラン技術者から教わる機会は激減しているのも事実
である。
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１．系統立てた知識・学問の修得

２．高い問題点の分析能力の付与

３．高い技術者倫理の具備

４．安全に対する高い意識と知識の獲得

国際標準に沿った機械の安全・安心設計、規格、法律

安全・安心の設計システム技術者
を育てる教育プログラム

安全に対する基礎知識の修得と実践を通じて体得
・ 事故事例から、安全の意義・価値を学ぶ
・ 安全に関わる規格や法律・倫理の修得
・ 危険予知活動を通した安全教育
・ 国際的に通用する自律した技術者の養成
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一層の
明確化
具現化
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日本各地での
インターンシップ デュポン（宇都宮市）

トヨタ自動車（豊田市）
日揮（横浜市）
日産（横浜市）
日鉄住金鋼管（尼崎市）
日本道路（富士市）
日立ｵｰﾄﾓﾃｨﾌﾞｼｽﾃﾑｽﾞ

（綾瀬市）
ホソカワミクロン（枚方市）
堀場製作所（京都市）
マツダ(横浜市）
マキタ（高松市）
ミズノ（大阪市）
三菱ケミカル（豊橋市）
三菱重工（栗東市）
三菱重工印刷紙工機械（三
原市）
メタウォーター（名古屋市）
DMG森精機（伊賀市）
山城繊維工業（京田辺市）
ユニチカ（宇治市）
ユー・エス・ジェイ（大阪市）
レンゴー（大阪市）

旭硝子（横浜市）
生田産機工業（京都市）
岩澤の梵鐘（京都市）
エクセディ（寝屋川市）
大阪銘板（東大阪市）
大林組 （山梨・愛知）
垣内（高知市）
川崎重工業（神戸市）
京田辺市
クリエイティブテクノロジー
（京都市）
クラレ（岡山市）
コイズミデザイン（京都市）
神戸製鋼（神戸市）
交通安全環境研究所（調
布市）
コベルコ建機(広島市）
島津製作所（京都市）
ジヤトコ（富士市）
JAXA(つくば市）
新日鉄住金（姫路市）
積水化学（大阪市）
椿本チェイン（京田辺市）
鉄道総合技術研究所

（国立市）
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世界各地での
インターンシップ Yokogawa Electric Asia Pte.Ltd

（シンガポール）
タイガー魔法瓶 （上海）
P.T.ASIAN NASMOCO IMDUSTRI

（インドネシア）
ヤマハ・ミュージカル・プロダクツ・インドネシア
（インドネシア）
Coperion (ドイツ）
HORIBA Europe GmbH （ドイツ）
Sunstar Engineerring Americas Ins. （アメリカ）
コイズミデザイン （ベトナム）
ＢＯＳＣＨ （ベトナム）
ＢＭＴ Construction Investment Joint Stock 
Company （ベトナム）

Ｅ ＢＬＯＣＫ （ベトナム）
大和合成 （ベトナム）
ハノイ工科大学ポリマーセンター

（ベトナム）
ジョージア工科大学 （アメリカ）
ネブラスカ大学リンカーン校（アメリカ）
アイントホーフェン大学 （オランダ）
デルフト工科大学 （オランダ）
アールト大学 （フィンランド）
浙江農林大学 （中国）
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今後の展開（１）

安全な社会の構築には工学の広範囲の分野の連携が必要である。

広範な視点の獲得、複雑問題の俯瞰力の醸成、ボーダーレス社会
への対応力

機械工学専攻

化学物質のリスク、安
全管理、薬品の安全性、

食の安全

情報工学専攻 電気電子工学専攻

応用化学専攻 数理環境科学専攻

フェイルセーフ、情報セキュ
リティー、防災システム

電気事故、電気火災、電
化製品の安全基準、PSE

REACH規制、環境リスク、
環境マネジメント、ISO14000、
都市災害、生態リスク

他分野の学修と
学生間の交流
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今後の展開
（２）文系科目の拡充

法学部・法学研究科；環境法、産業と安全、
経済学部・経済学研究科；製造物責任法（PL法）、
工業製品の環境製評価（LCA, Foot Print）、
商学部・商学研究；ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ､
社会学部・社会学研究科；労働安全衛生法、
災害社会学、

政策学部・総合政策学研究科；安全安心社会研究、
心理学部；安心感の心理、

社会的な要因や法律を学び、多面的な分析力を身につける。
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当ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの達成目標

【受動的活動から主体的な安全安心活動・行動への進化】

・社会・企業からの要請と、社会的認知度向上
・学生の受講の動機づけ、能動的プロジェクト学習へ
・AI,VR,自動運転など社会進展の中での、社会科学・人文科学・

自然科学の三位一体のフェールセーフ社会学理創成

（１）技術者倫理と国際感覚をもつ安全安心を熟知した
技術者の輩出 毎年 50～100名規模

（２）安全安心志向の高い企業への採用拡大
例）鉄道総研、JAXA,

（３）博士（後期）のノンアカデミアへの進路拡大

長期的目標

文理融合型の安全安心のプロフェッショナルの卵となる大学院生
の輩出
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以下、予備
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航空機の部品落下事故、ジェットコースターの車軸
破損（2007年5月）や脱落タイヤとバスとの衝突（2008
年4月）、企業による検査データの改ざんなど、重大事
故や企業による不正が多発しており、社会的にも大き
な問題となっている。その多くは、安全に対して十分
配慮して設計していれば防げた事故でもある。海外で
同様な事故が起これば、これまで培ってきた日本製
品に対する国際的信用・評価は一夜にして崩れること
になる。

社会的背景～重大事故、企業の不正の多発～
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一方、ベテラン設計者が大挙していなくなり、設計
者の経験不足も顕在化しつつある。熟練設計者は構
造物の安全性を肌で感じることができ、危険が予知
できる能力を持っている。
しかし若い技術者にとって、安全で、安心な設計の
概念と素養をベテラン技術者から教わる機会は激減
しているのも事実である。

社会的背景～激減するベテラン設計者～
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高度な安全性を維持し、安心なものづくりを進め、世界的競争
力を維持・発展させるための安全・安心設計の素養は、専門的
知識を吸収・発展させる場としての大学院で修得させておかな
ければならない。

安全・安心を確保した機械・構造物の設計には、機械工学の
基礎を十分理解した上で先端の設計システムに精通した技術
者と、環境面での安全にも精通した研究開発者が望まれる。そ
のためには、技術者は若いうちに安全設計の重要性を体得して
おく必要がある。

我が国はものづくりによって支えられており、製品の多くは海
外に輸出される。このとき、国際標準に沿った機械の安全・安心
設計ができる人材が必要となる。

社会的背景
～安全・安心設計ができる人材の育成～



Doshisha University -Energy Conversion Research Center, Advanced Powertrain Research Center & Spray and Combustion Science Laboratory-

安心安全コースでは、機械・構造物の設計において「どのように安全・安心を確保す

べきか」、「それらを優先した設計とは何か」について学生に理解させ、国際的に通用
する先端研究活動をグローバルに実践させることを教育の目的としている。

・ 課程での研究分野に関わらず、安全・安心設計の基礎を講義と実習作業
を通じて学ぶ。

・ 国内外の専門家を招聘し、経験者の目と事故事例、安全に関わる規格や
法律・倫理について学ぶ。

・ 海外での安全・安心実習（インターンシップ）を通じて、国際的コミュ
ニケーション能力（英語力）、ディスカッション能力および安全に対する考
え方を習得する。事前ガイダンスや、実習先に事後アンケートを実施し、学
生の成長に繋げる。

・ 年度末に開催する安全・安心実習の報告会にて報告を行う。

現在の安心安全コースの取り組み内容

本教育プログラムが提供する所定の課程を修了することで、博士前期課程では
修士学位に加え、「安全技術者養成コース修了証」を交付している。

講義とフィールド実習の両面から国際感覚にあふれ、安全･安心センスの高い技術者の育成
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学 生

大 学

実習
計画

安全
実践活動

事例セミナー

実践の場の
提供

実習報告

合
同
報
告
会

企業と大学との有機的連携による実践教育の進展

教育
ニーズ

学内外の専門
家による講義



Doshisha University -Energy Conversion Research Center, Advanced Powertrain Research Center & Spray and Combustion Science Laboratory-

～コース履修学生数と安全安心実習の人数～

春学期(5月)時点の修
士トータル人数
（M1+M2）

修士（M1） 修士（M2）

M1 M2

履修生総人数
海外派
遣

国内派遣 履修生総人数
海外
派遣

国内
派遣

2008年
度

183 84 99
安
全
安
心
の
設
計
シ
ス
テ

ム
技
術
者
養

成
課
程

24人 3人 21人 ― ― ―

2009年
度

173 87 86 23人 0人 23人 24人 9人 15人

2010年
度

181 93 88 30人 4人 26人 23人 6人 17人

2011年
度

209 113 96
安

全

技

術

者

養

成

コ

ー

ス

28人 0人 28人 30人 3人 27人

2012年
度

208 93 115 40人 7人 33人 1人 1人 0人

2013年
度

184 88 96 37人 5人 32人 1人 0人 1人

2014年
度

212 97 115 45人 11人 34人 1人 0人 1人

2015年
度

215 96 119 24人 7人 19人 0人 0人 0人

2016年
度

186 91 95 25人 12人 16人 0人 0人 0人

2017年
度

182 91 91 25人 10人 18人 0人 0人 0人
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今後の展開
（１）理工学研究科全専攻への展開

【前期課程】
正規学生、正規留学生のみ
春学期入学＋秋学期入学の合計

情報工学専攻 ：158名
電気電子工学専攻：152名
機械工学専攻 ：182名
応用化学専攻 ：144名
数理環境科学専攻： 45名
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
合計 ：681名

【後期課程】
正規学生、正規留学生のみ
春学期入学＋秋学期入学の合計

情報工学専攻 ： 14名
電気電子工学専攻 ： 22名
機械工学専攻 ： 17名
応用化学専攻 ： 14名
数理環境科学専攻： 0名
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
合計 ： 67名

前期課程で毎年１００～１２０名程度の登録者が期待できる。
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企業での安全安心実習の経験と
講義で得た知識をもとに学内の研
究室にて安全活動を実践していく。
これまでの指摘されて対応すると
いう受身的活動から、自ら危険予
知と改善をおこなう主体的に活動
に変化し、研究室の事故を撲滅す
る。

今後の展開
（３）学内研究室の安全安心の実践的活動

【受身的活動から主体的な安全安心活動への進化】

（これまでの事故例）
・薬品の混合による爆発事故
・実験機器の怪我
・漏電・感電事故
・小火
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最後に
～企業と大学（教育機関）との連携の必要性～

このような教育プログラムを実施するには企業の協力が重
要である。特に、海外での安全安心実習はグローバル教育
上重要な実践教育であるにも関わらず、多くの学生たちから
の希望に沿う受け入れ先企業を確保することは非常に難し
い状況である。可能な範囲で、継続的に協力いただける企
業が必要となる。

企業の協力を得て推進する実践教育プログラムは、将来
の高度技術者養成にとって必要不可欠であり、大学と企業
間の教育推進ネットワークの組織化が我々の最重要課題で
あると考えている。


